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平成２４年度 第３回福島町まちづくり町民フォーラム 

 

 

（開会６：００時） 

 

○事務局 

それでは、時間になりましたので、

第３回のまちづくり町民フォーラム

を開催したいと思います。いつも出て

きてもらっている方々が多いんです

けれども、再度復習みたいな格好で、

平成２３年度から約６８名集まって

もらって検討をしてもらった部分を

提言という格好で、今年度は福島町の

目指す方向性ということで、多様な雇

用・就労の場の確保と、子供や若者の

場の居場所づくりと、学びと実業の連

動、住環境の整備、地域の資源を活か

した機能分担ということで、大項目と

して、目指す方向性、５項目を行って

きまして、前回までで３項目ですね。

多様な雇用・就労の場の確保と子ども

や若者の場所の居場所づくり、学びと

実業の連動ということで、それに向か

って、目指す方向に向かっての課題の

解決ということで、いろいろ検討をし

ていただいてきました。 

 本日は、第３回目ということで、残

された住環境の整備と、地域の資源を

活かした機能分担という部分の項目

を検討していただきまして、皆さんの

方の意見を出す場の部分は、今回とり

あえず仕切りがつくようような格好 

で、残りの方はまちづくり推進委員さ

んを含めて、その検討課題の部分の肉

付けなり、法案を作っていく部分での 

 

 

 

 

調整をやる格好でありますけれども、

とりあえず今日の部分で皆さんも出

せる意見の部分はある程度大きい所

はいったん仕切りがつきますので、長

い期間色々検討をしてもらいました

が、まだちょっと若干続きますけれど

も、色々また協力をしてもらえればと

思います。 

 本日は、会議に先立ちまして、新町

長になりました、佐藤町長の方から一

言ご挨拶をいただきたいと思います

ので、町長よろしくお願いします。 

○佐藤町長 

 おばんでございます。お仕事が終わ

ってのフォーラムということで、本当

に大変ご苦労様でございます。 

これを見ましたら、もう第３回とい

うことでだいぶ煮詰まっているんじ

ゃないかなと思いました。そして、タ

イトルを見たら、定住促進と尐子化対

策ということで、僕が１週間選挙の間

に町民の皆さんに訴えたそれがこの

公約なんです。尐子化対策、そしてこ

の雇用の問題。若者の仕事の場という

ことですよね。これが、皆様によって

いろいろ議論されているということ

に対してすごく感動しました。今日は、

たぶん今日で最後になるというふう

に聞いていますので、ある程度皆さん

の方で煮詰めていただいて、まちづく
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り推進会議の方と一緒にまた、話合い

をしていただきたいなと思います。町

づくり推進会議にこの前出たんです

けれども、平均年齢は皆さんの２倍く

らいの年齢で、もしかしたら頭が固い

人もいるのかな、でもしっかりしたま

ちづくり推進会議の皆さんでいらっ

しゃいます。でも、皆の方はやはり柔

らかい、ソフトな発想で、色んなアイ

ディアを出していけるんじゃないか

なと思っております。 

 私は、個人的には若いと思っていた

んですよ。政治の世界では５０と言え

ば、若いんですけれども、皆さんから

すると、やっぱりお年寄りなのかな、

おじいちゃんに近い歳になるのかな

と、そういうふうに思っております。

でも、学生塾とかもやっていまして、

小学生・中学生とかと一緒に仕事をし

てきた関係で、幼い考えかも知れませ

んけれども、気持ち的には若いと思っ

ておりますので、皆さんと共通する部

分、たくさんあると思います 

 今日は、一日色んないい案を出して

いただいて、町の方に提言をしていた

だければと思います。どうぞ、よろし

くお願いいたします。 

○事務局 

 ありがとうございます。今、町長の

挨拶にあったとおり、福島町としても

進めていく政策の一つになりますの

で、今来ていただいている方の気持ち、

自分達が将来住む町になりますので、

自分達が住むのであればこうしたい

という気持ちは当然あると思います

し、町外の人もそれを見て来たいとい

う格好になる政策につなげていける

よう、意見の方を色々出し合ってもら

いたいと思います。それでは、会議の

進行については、いつも通りぎょうせ

いの廣地先生の方にお願いしたいと

思います。それでは、お願いします。 

○ぎょうせい 

 皆さんこんにちは、今晩もよろしく

お願いいたします。皆さんお疲れのと

ころね。参加者の方も尐ないので、尐

数精鋭ということもありますから、頑

張って今日やっていただくと。 

 それで、今日のタイトルは住環境の

整備ということで、先ほど新町長さん

の公約の一つでもある、定住促進です

ね、尐子化対策。まさしく、ここのと

ころで、皆さん方の意見が整理をされ

て町長さんに提言できると、このフォ

ーラムでの意味もあるというふうに

思うので、ぜひ、次回も頑張っていた

だきたいと思います。今日は人数が尐

ないから、ご自分の言いたいこと、思

っていることをたくさん出していた

だけるんじゃないかと思って、よろし

くお願いいたします。 

 一つ、今日の資料の中に、前回の取

りまとめたものを一緒につけさせて

いただいております。前回は、子供の

居場所、若者の居場所ということだっ

たんですが、この今日配られた資料の

後半部分に載せてありますので、また

読んでみてください。これは、皆さん

方が前回合同会議で議論されたもの

が明記してあります。ただ、毎回申し

あげているように、私の方で基本的に

は、若干膨らませたり、縮めたりはし
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ていますが、場所の移動だけは大きく

入れ替えたりということはありませ

んので、皆さんの意見をそのまま入れ

ている。ただ、ひとつ今日は、住環境

の整備ということと、医療環境の整備、

福島地区の活性化ということで、作ら

せていただいております。この中で非

常に重要なことは、住環境の整備の中

に、横書きの資料を見ていただくと、

Ⅳ住環境の整備、Ⅴ地域の資源を活か

した機能分担とそこに書いてありま

す。実は、課題の２のところに医療環

境の整備とあります。これは、去年皆

さん方が提言書に書いてくださった

ときは、一つの柱だったんです、医療

環境というのは。ただ、この医療環境

について、この町がいろいろやってい

る中で、単独でおくような項目になり

きれない。ということなので、住環境

の整備の中に課題に２の方に入れさ

せていただいたと。ということだけ、

ご理解をいただきたいと思います。 

 それから、もう一つ今日の中で、今

の１の④のところがありますよね、福

島町情報バンクの設置というのがあ

ります。これは何かというと、前々回

の第１回目のフォーラムをやってい

ただいた中に、情報ステーションとか

ですね、色んないい方で整理をすでに

しているんですね。しているんですが、

前回はここの部分では何があるかと

いうと、空き家情報というのがここに

あったので、ここの住環境の中に一つ

入っていますが、今日もし皆さん方が

この前回の第１回の時の合同会議の

内容を思い出しながら、ここで言った

よねということがあるとすれば、私今

何が言いたいかというと、④は、今日

は飛ばしていただいても多分出てく

るのは、第１回の時と同じようなこと

になるのではないかなということで

すから、④はここに入れてあります。 

ただし、ここでちょっと違うのは空き

家情報等の一元化を図り多様化する

住民ニーズに直結する第１次情報と

こうなっています。ところが、今まで

第１回でやっていただいた時は、あく

までも雇用の場の喪失、就業の場の喪

失という中でやってもらっています

から、若干整理が足りないかもしれま

せん。もし、思いつくところがあれば、

入れていただくと。それから、課題の

Ⅴの地域の資源を活かした機能分担

というのは、実はこの二つしか今載せ

ていませんけれども、前回の提言の中

で、まずこの福島町の福島地区、吉岡

地区を重点的に議論しようというこ

とで進んでいますから、二手に分かれ

ていますが、当然千軒もありますし、

いろいろ地区はあるわけですね。特に

観光情報の中に前回、議論をしていた

だいた時にはもっといろんな地域の

特性がありました。ですから、今日は

まず福島地区の活性化と吉岡地区の

活性化について、意見をまとめてもら

いますが、どうしても何か入れておき

たいというものがあれば、余白の部分

に地区を作って皆さんの意見を出し

ておいてもらえれば、それはそれで、

また合同会議に向けて整理をして行

く、ということにさせていただきます。 

 それから、申し訳ないんですが、今
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日はリーダーの方が産休か何かだと

いうことなので、申し訳ないお二方こ

っちへ入っていただいて、二つのグル

ー プ で や っ て い た だ い て い い で す

か？今回は前回とは違って個別のグ

ループ分かれた議題ではありません

ので。 

 今から、２０分間はこの横書きのＡ

３の中の、分ければ７つですけれども、 

これについては２０分、今から６時３

０まででご自分の意見をこのＡ３の

方に書いてください。これは、一人の

作業です。一人の作業で自分の意見を

書いたあとに、６時３０分～７時３０

分まではグループ討議という形にし

ますので、この住環境の整備、若者定

住住宅の整備というところから作業

を始めてください。お願いします。 

 

（    各 自 作 業   ） 

 

○ぎょうせい 

 では、まず１グループからお願いし

ます。 

○１グループ 

 まず、若者定住住宅の整備の部分な

んですけれども、まず定住するに当た

ってですけれども、収入が尐ない人に

ついては、今ある既存の町営住宅が該

当するのではないのかなと。そのうち

の、町営住宅に入れない中間層をまず

ターゲットにして、整備をしたほうが

いいのではないかという話になって

いました。方法としては、空き家をリ

フォームして使う。その空き家に対し

ても、今も補助金とかあるんですけれ

ども、それをもう尐し使い勝手がいい

というか、額を増やしたものを、助成

したほうがいいのではないかと。 

 あとは、シェアハウスとして空き家

を活用して、シェアハウスについては

ちょこっと暮らしというか、短期間の

仮住まいと言ったら変かもしれませ

んけれども、短期間の入居者も住める

ような形というのが、シェアハウスに

ついては整備ができるのではないか

という意見が出ていました。 

 あと、丸山団地の町営住宅の改修を

していて、これからどういうふうなス

ケジュールになっているか分からな

いんですけれども、もしその改修工事

があるのであれば、若者専用の、単身 

の棟を作ったほうがいいのではない

かというような意見が出ました。 

 あと、民間でその若者向けとか一般

向けもそうなんですけれども、アパー

トを買う場合の、町の土地とかを買う

場合の助成とかですね。あとは専門的

に管理できる管理会社を作ったらど

うかというような意見が出ました。 

 あと、民間のアパートを建てても空

室が出れば、民間の方もなかなか建て

にくいだろうということもあるもの

ですから、そういう空き家情報とか、

空室情報を積極的に提供できるよう

なシステムなり体制をしたほうがい

いというような意見が出ました。 

 その方法については、ホームページ

の方に案内をするというような方法

もありますし、町の方に専用のコーナ

ーとか、掲示板等を作って案内をする

というような方法があるのではない
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かというような意見でした。 

 重要度・緊急度については、ともに

高いというような話でした。以上です。 

○ぎょうせい 

 じゃあ、２グループ発表したあとに

お互いに何かあればということにし

ましょう。２グループお願いします。 

○２グループ 

 ２グループについて、今１グループ

が言った内容とほとんど同じです。補

足するような格好にしますと、補足に

なるのか分からないんですけれども、

今の言っていた交流施設という部分

で、今流行りなのか分からないんです

けれども、ルームシェアという部分で

人の呼び込みとかっていう施設も、そ

の若者向けの住宅としては、そういう

部分もありなのではという格好にな

ります。その他の部分については、同

じなんですけれども、実際に言われる

部分は、町内、町外も含めてなんです

が、実際住む場所がないという問い合

わせって結構来たりするんですよね。

空き家のリフォームができればいい

んですけれども、なかなかそれが進ま

ないという部分で、新しく建てるのか

という部分があるんですけれども、基

本的にそこの部分の情報の提供の仕

方とか、空き家の登録とかっていう部

分も含めて、基礎的な部分もある程度

進めていかないと、建てたとか使うと

かっていう部分でも一部の分かって

いる人だけしか利用できないという

部分があるので、本当のソフト的な面

でも進めて行かなければならないの

かなという部分で思いました。とりあ

えず、意見の部分は以上です。 

 重要度・緊急度についても同じく高

い・高いということで、住む場所がな

ければ、実際住もうとしている人も町

外の方へ行ったりしますので、そうい

うことで、重要度・緊急度をともに高

くつけています。住民・事業者等の役

割ということで、基本的にここの部分

は、町と建設業者で進めていく話なの

で、そのお互いの部分でこれからどう

やって進めていくかという話を持つ

場を設けなければ駄目だという部分

でそういうふうにつけました、以上で

す。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。お互いに

同じような意見だということで、グル

ープ同士での議論は特にありません

か？ちょっと、私今気になったのが、

両グループともそうなんですけれど

も、その空き家の去年議論をした時に、

１００件位空き家があるというのが

ありましたよね。町のそのホームペー

ジを見ると数件だよね、載っているの

が、このギャップ。どんなことになり

そうかというのが何か気が付く人は

います？ 

 この先は、今度は町の幹部会か何か

で決定してもらわなければいけない

内容になるんだと思うんですけれど

も、なぜそういう状況が起きているの

か。 

○事務局 

 情報提供はしているんですけれど

も、その情報が広報紙とかっていう部

分でも当然、インターネットを見る人
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が町のホームページから見られるん

ですけれども、それとは別に広報紙で

も年度当初なりという部分で、配信し

ているんですよ。ただ、その回数的に

は、毎月出せればいいんですけれども、

それが低いのはうちも非があるのは

認めるんですけれども、それにしても

登録してくれるという人もいないと

いうのが、その制度自体を分かってい

ないのかなという部分もありますし、

また、その１００件近くある人に個別

みたいな恰好で、登録しませんか？と

いう地道な部分をしていかないとた

ぶん増えないという部分もあると思

います。ただ、全部が全部その空き家

を使えるのかというと、たぶん登録で

きないというのを皆分かっていて、１

００件位あるけれども現在３件だと

いう現状かもしれないんですけれど

も、そこはやる価値はあると思います。 

○ぎょうせい 

 そうすると、ここで何か言わなけれ

ばいけない、ようするに今年のプロジ

ェクトの報告書でいうとまず利用し

なければいけないということがあっ

たとしても、その前段階として、使え

そうな家、ちょっと手を加えればとい

う家がどのくらいやるのかというの

をまず調べなければ駄目だね。 

○１グループ 

 そうですね、まだやっていないので。

空き家のその１００件の中にも、実際

誰が管理をしているのか分からない

ものもあるんですよ。その人が亡くな

って、その親戚が管理をしていたんだ

けれども、その親戚が亡くなって、そ

の親戚がまた管理をしているという

ような。一応、誰が管理をしているか

という名前は分かっているんですけ

れども、そのコンタクトができないと

いう件数もたぶん何件かはあると思

うんですよね。 

○ぎょうせい 

 たぶんこれは、私は他の町で同じよ

うな議論をしている中で気になった

んですよ。この空き家っていうのが、

心配するのは災害なんですね。電気な

んかは切ってあるとは思うんですけ

れどもね、あるいは何かで火が起きち

ゃう、火災になった時どうするか、１

件だけ燃えればいいけれども、山に燃

え移ったとか、色んな事が起きるよね。

民家に近い所にあれば、民家自体に燃

え移るかもしれません。そういうこと

を考えなければいけないと。 

 それともう一つ、どっちかでシェア

ハウスという話が出たんですが、この

ことについては去年同じ議論をした

時に、シェアハウスは駄目だというこ

とになったんだよね。また、シェアハ

ウスというのに戻ってきて、提案をし

ていいのかな。 

○１グループ 

 去年、参加されていなかった方もい

て、その中での議論なので去年否定さ

れた意見も出てくることがあるんで

すけれども、今回は今回の話というこ

とで。 

○ぎょうせい 

 前回の延長戦で今回があるわけで

すから、言われてみたらやっぱりそう

だなということであって、シェアハウ
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スというのが出てくるのであればい

いんだけれども、前回駄目だと言った

のを今回新しい人が来たからといっ

て、それが入ってしまうと。 

 というのは、なぜ駄目かというのは

福島町はシェアハウスに住むよりも

やっぱり戸建住宅とか、あるいはマン

ションとかそういう便利な所に住み

たいと。人と一緒に住むのが嫌だとい

う意見があったよね。 

○１グループ 

 そういう意見は出たんですけれど

も、シェアハウスを活用する人は町民

の人ではなく、外から来た人、ちょっ

と暮らしをする人とか。 

○ぎょうせい 

 それで、３か月という短期なの？ 

○１グループ 

 そういう人を対象としたシェアハ

ウスということなんです。 

○ぎょうせい 

 それは、例えばこの空き家の活用で

いうと、目的はなんなの？その３か月

住ませるときに、例えば田舎暮らしし

てみませんかという格好で呼び込む

の？ 

○１グループ 

 そうですね。 

○ぎょうせい 

 分かりました。それならそれで。 

じゃあ、もうひとつそのアパートを

建てるという話、これはまたシェアハ

ウスとは別なの？ 

○１グループ 

 別ですね。プライベート重視なのか、

シェアしてもいいのかという。プライ

ベート重視な方は福島町の人達が去

年言ったように、一人で、どうしても

やっぱりプライベートな空間だとか

時間がほしいという人はそういう需

要があるんです。それはやっぱりどち

らかというと、内向けの方々が外に出

ないようにさせるための留置方法。そ

れとは違ってシェアハウスの場合は

誘致させる時の一つのアイディア。そ

の中で、その同じ空き家バンクの活用

の仕方であったり、もう一つは、新し

い町営住宅であったり、その部分の比

重をこれから煮詰めていくんでしょ

うけれども、両方ともの線でいく、と

いうのは面白いんじゃないかなとい

うのが意見だったんですね。 

○ぎょうせい 

 その時に、今度は管理会社という話

が出てきたけれども、建設会社とか、

これはどこでリンクするの？ 

○１グループ 

 これは、私の個人的な意見になって

しまうんですけれども、デブロッパー

が民間なのか、管理者なのかといろい

ろあるんですけれども、僕たちの考え

たシェアハウスでは、あくまでもちろ

ん、機関のほうが調査した中で、実際

ここに住んでいない人が多いと、持ち

主も。そういった中で全部町に委託で

きるのか、ほとんどまあきびしいでし

ょうと。だったら、それこそ、指定管

理者みたいのを作ってしまって、違う

単体を作ってしまって、実行部隊を作

ってしまって、ある程度の雇用を町内

に生ませながら管理させることによ

って、雇用と、調査とを運営していく
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というシステムになるんじゃないか

と思うんです。 

○ぎょうせい 

 それは面白い発想だとは思うんだ

けれども、それでその例えば指定管理

者制度にしたときに、それでビジネス

になるのか。 

○１グループ 

 それ単独では難しいと思うので、他

の部分の指定管理とかも一緒にした

ほうがいいと思います。 

 団体が、単体の団体なのかこれから

色んなものを作っていく中での一つ

の大きな指定管理者にするのか。 

○ぎょうせい 

 何かそこらへんアイディアはない

かな？例えば、指定管理者みたいに言

うと、合同会議の中でまたそういうも

のを作ってという話になるでしょ。そ

れはやっぱりこちらとしては、会議に

出すんだから、その時にこういう仕組

みを考えてもらうというのがないと。 

○１グループ 

 たぶん、簡単にするんだったらＮＰ

Ｏ法人が一番いいと思うんですよ。Ｎ

ＰＯ法人にしてしまって、例えば建設

業協会の会長さん方にいろいろとご

賛同をいただきながら、ＮＰＯ法人な

んかで例えば福島住宅とか名前を付

けてやらせてしまった方がいいです

よね。その方が、たぶん収益の部分で

あったとしても、役場からも何も言わ

れないし、外部の人がどうせ役場の人

がやったんでしょとかって言われて

も、ＮＰＯだから配当も何もないです

よと、すごくクリーンなイメージもあ

ると思うんですよね、もしそれで収益

をあげたいというのであれば、社団化

してもいいでしょうし。 

○ぎょうせい 

 たぶん、今のはすごく面白い話だか

ら、どっかで詰めていったらいいと思

いますけれども、ひとつＮＰＯが収益

を上げちゃいけないなんていう話は

ないんですよ。だから社団にしてもＮ

ＰＯにしても、基本は一緒だから。社

団だって配当しちゃいけませんから

ね。一般社団なら多尐いいのかもしれ

ないですけれども。だからその辺と、

ひとつやっぱり心配なのは、こっちは

シェアハウスにしましょう。こっちは

アパートにしましょうと言ったとき

に、どういう仕組みでアパートとシェ

アハウスを連合させるとかっていう

のがね、指定管理者制度みたいな話に

なっちゃうと、これはちょっとつらい

かもしれません。 

○１グループ 

 指定管理者じゃない方がいいのか

もしれません。何ともそれは土地柄も

ありますし。 

○ぎょうせい 

 いずれにしても、そういうことを考

えておいてほしいんですね。分かりま

した。それからもうひとつ、これは参

考に教えてほしいんですけれども、工

務店さん。この福島町の中にあって、

工務店さんを辞めてしまった事業者

というのはいるのかな？もう年をと

ったからやらないとか、マーケットが

ないから辞めたとか、そういう人はい

ない？ 
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○事務局 

 最近は聞かないですね。 

○ぎょうせい 

 わかりました。では２番目コミュニ

ティバス。 

○１グループ 

 コミュニティバスについてなんで

すけれども、ちょうど今日から福島町

の方で、デマンドバスの実証実験が行

われていることもあるので、まず変な

話かもしれないんですけれども、それ

が、どのような形になるのかなという

話がでていました。あと、その他の意

見として、スクールバス結構学校から

離れているところがあるのでスクー

ルバスとか、町が吉岡温泉の方の利用

者向けに毎週水曜日と金曜日の方に

温泉バスというのを走らせておりま

すので、そちらに対して一般の人も乗

せられるような形も作れれば、もうち

ょっと利便性が上がるのではないか

というふうな話が出ていました。あと、

今実際函館バスさんが今、松前から函

館まで国道沿いを走っているんです

けれども、そのバスに対する情報がバ

ス停の場所とか、時刻表とか、料金表

の関係が初めてこっちにくる人にと

ってはかなり分かりづらいというふ

うな話も出ていました。 

 時刻表とかは、役場のホームページ

にも出てはいるんですけれども、料金

表とか料金体系については、直接バス

会社に聞いても、あまりいい返事とい

うか、はっきりした返事がない場合も

あるということだったので、そういう

ふうなバスに関する情報をもう尐し

よりよく提供すればいいのではない

かという意見が出ていました。ここに

対しての重要度・緊急度については、

①の若者の定住住宅に比べると両方

とも低いという話になりました。以上

です。 

○２グループ 

 ２班も同じような感じなんですけ

れども、今デマンドバスが走っていま

すので、それの結果次第だという話に

なりました。その他として、そのデマ

ンドバスが動くような格好になれば

そのデザインを、可能であれば町を代

表するマスコットみたいな部分のペ

イントをして、色々人が乗って親しみ

やすいようなバスにして動くような

利用もいいのかなという。結果次第な

んですけれども、そういう話も出まし

た。あとは、有効になるのか、話題は

それるんですけれども、バス停を使う

人達のための駐輪場、自転車で来る人

達の自転車が倒れていたり、自転車が

汚く並んでいるという格好もあるの

で、きれいに整備をしたらバスを利用

してくれる人も増えるのかなという

格好で、多尐話題とは大きくそれるわ

けではないんですけれども、そんな恰

好での意見もありまして。 

重要度・緊急度については、自分達

の方は基本交通手段があるので、低い

ように思うんですけれども、実際交通

手段がない人達にとっては、重要度も

緊急度も高い話だろうなと思って、こ

こは高い・高いにしています。以上で

す。 

○ぎょうせい 



10 

 

 はい、ありがとうございます。お互

いの中でないよね、似ているから。ち

ょっと、ここで参考までに教えてくだ

さい。デマンドバスの利用実験とは何

をどうやるの？ 

○事務局 

 今日からちょうどやっていまして、

町内の山崎ハイヤーというハイヤー

業者がありまして、そこのバスを使っ

て、予約制なんですけれども、１回３

００円で、電話をかけてそれが時間に

よっては次の日になるかもしれない

ですし、当日になるかもしれないです

けれども、その場所に行って乗って、

用を済ませて、片道で用が済むのであ

ればそれで終わりですし、というもの

を。 

○ぎょうせい 

 混んでいて駄目だったら明日とい

う感じになるのですか？ 

○事務局 

 例えば、千軒から吉岡まで第１便で、

ある程度８時出発の９時到着という

ように、便は決められているんですよ。

帰りの便も決められていて、自分の時

間帯に合う便に予約をして乗るとい

うことになります。それで、その便が

全く予約がないということになれば、

運休ということになります。ですから、

単純な巡回バスという形ではなくて、

予約が入って初めて動くんですけれ

ども、その予約も便数に、何時から何

時までの便というふうに決められて

いるので、その便にあった自分の時間

帯が合えば利用してもらうというこ

とで、今日からやり始めています。 

○ぎょうせい 

 それは、一日何便走っているんです

か？ 

○事務局 

 ７～８便くらいありますね。 

○ぎょうせい 

 往復できるように？ 

○事務局 

 朝８時から夜は夕方６過ぎくらい

までやっていますね。 

○ぎょうせい 

 それともう一つ、スクールバスはど

ういうふうに走っているんですか？

○事務局 

 スクールバスは町のバスを使って、

学校の用務員さんだったり、町の職員

が走らせています。それは、学校統合

で閉校になったところの生徒さんの

足の確保ということでやっています。 

 吉岡の中学校も今年閉校になりま

したので、その中学校の生徒さんも福

島中学校の方へ連れてくると。あと、

小学校の方は、白符地区の小学校が統

合になったので、それを福島まで連れ

てくる。それに乗るのは、吉岡の中学

校の生徒さんと、白符中学校の生徒さ

んが吉岡方面から福島の地区までス

クールバスで来るということなんで

すけれども。ちなみに先ほど言った、

温泉バスの一般混乗というのは、スク

ールバスはもちろんやっていません

し、温泉バスの一般混乗というのもや

っていないんですよ。 

○ぎょうせい 

 それは、やらない理由はなんなの？ 

○事務局 
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 便によってはあふれちゃいますの

で、ですからそれはちょっと無理だと

いうところなんですよね。温泉バスを

やり始めたのが高齢者だったり、自分

で移動手段の確保ができない方のサ

ービスのためみたいな形でやってい

ましたので、そういった部分からも一

般の混乗はしていないという形です。 

○ぎょうせい 

 たぶん、今回は定住促進ということ

で、ここでは若者ということでやって

もらっているからあまり気がつかな

いけれども、申し訳ないけれどもここ

も過疎ですからね。今一番大きな、も

う国の問題になってしまっているの

は、買い物難民、交通難民ですよね。

高齢者で車が運転できない、あるいは

車がない。こういう人達が家から出ら

れない。そういう現状というのはあま

りこの福島はないんですか？ 

○事務局 

 中にはあるのかなという感じはし

ます。買い物するにしてもですね。で

すから今回福島地区なんかはデマン

ドバスとは言っても、福島地区に限っ

ては情報場所を制限させていただい

た経緯があるんです。そこの中で、情

報場所の一つとして、コープさっぽろ

さんの方にもお願いして乗っていた

だいたり、降りていただいたり。それ

は、今さっき言ったように買い物の部

分、通院通学これは今回年齢性別、そ

ういった属性で制限を全くかけない

でやりましょうということでやって

いますので、ただ、主に乗るのは高齢

者の方だろうということで、先ほど言

ったように買い物に出歩くのも大変

な人もいるだろうということで、福島

であればローソンだったりコープさ

っぽろさんであったりというような

ところで乗り降りという形でやって

います。 

○ぎょうせい 

 あと、ちょっと気になったのが函館

バスの時間とか乗車状況とかという

のは、町で調べていますよね。そうい

うのをどこかで教えてください。 

 それでは次③インターネットお願

いします。 

○１グループ 

 ③のインターネットですけれども、

まず出たのが光ファイバーの整備。あ

とは、公共でフリーに使える wi-Ｈi

スポットの設置、あと今はクロッシー

とか携帯電話の方、無線の方で使える

部分の整備の要望という話がありま

した。実際、これらの整備については

お金もかかるだろうという意見もあ

りましたので、いかにこういうふうな

整備をした部分が使えるソフトです

ね。そっちの方が整備をするよりも重

要ではないかというような意見があ

りまして、そちらの活用については、

ビデオオンデマンド、今結構テレビと

かでもそういうふうな設定と設備の

あるものも、多くなっていますのでこ

ちらの方はビデオレンタル屋が尐な

いという意見もありましたので、こう

いうビデオオンデマンドの活用とか、

あと医療分野の活用ですね。遠隔地医

療とか、遠隔地検診ができるようなシ

ステムの整備ですね。あと、実際その
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光ファイバーを整備しても、実際使う

人が尐ないと、そうなると自治体も撤

退とか、そういうふうな街が整備して

町が企業に貸して、企業がそのサービ

スを提供すると。 

 その町が整備したところも委託と

いうか、補修貹については町の方が負

担するというような、そういうふうな

体制もあるので、より多く利用者とい

うのは確保しなければ、という意見も

ありましたので、ニーズの掘り起こし

のためにも、高齢者とか向けのＩＴ教

室をもう一回開いてやっぱりインタ

ーネットは便利だよというような、そ

ういうようなもう一度再認識ですね。 

 今結構、パソコンとかスマートフォ

ンとか、別の形でのインターネットと

いうような利用方法も結構出てきて

いますので、そういうふうなものを含

めたＩＴ教室を開くと。 

あと、光ファイバーを有効的に使う

ためにはＩＴ企業、そういうふうなコ

ンテンツですか、ソフト事業とか、実

際そのパソコンとか、インターネット

さえ使えれば、ある程度事業ができる

というような企業ですね。それを誘致

したほうがいいのではないかという

ような話が出ていました。 

重要度と緊急度については、どちら

も高いというような意見です。以上で

す。 

○２グループ 

 すいません、また似たような格好に。

基本は、光ファイバーは当然ないより

ある方がいいという格好で思ってい

ます。そういう格好の話の進め方で、

一応利用する部分でもすべての分野

で利用できれば一番いいんですけれ

ども、コストが高いという部分があり

ますので、そこは町なり通信事業者な

り、どのようなニーズがあるのかとい

う部分で進めていかないと駄目だと

いう部分では、それは今現在進行形で

動いている話なので、そこはそういう

部分で出てくる話だと思います。基本

の部分で同じ内容の話になるんです

けれども、基本的に使う人がいなけれ

ばいいものがあったってどうにもな

らないという話になります。徍々にで

も使うような人をうちの方でニーズ

の把握をしたところ、インターネット

の環境を利用している世帯というの

は４００あればという格好なんです。

いっても、今の２３００あるうちの５

００なり、そういう部分がいっている

のかなという状況なので、全世帯が使

えるまで、一応希望としてはそういう

格好での、これだけ便利なんだよとい

ういうところのソフト的な展開をし

ないと、実際宝の持ち腐れになるのか

なということで、同じような内容なん

ですけれども、勉強会なり研修会なり

を月に１回なり、１週間に１回はなか

なか難しいと思うんですけれども、そ

ういう教室なりを開いてやって、地道

に伸ばしていくことが必要なのかな

と思いました。 

 あとは、これも補足というか、後々

進んでいった部分での話ということ

で、いろいろ今の時代では思ってもい

ないようなことで人を呼べるという

ことで、先日ニュースにもなったんで
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すけれども、ニコニコ動画で長万部町

に２０００人なり集まって、そういう

人を呼び込む事業をやっていました。

そういう部分の意見が出た中で、先を

越されたなという話は出たんですけ

れども、そういう思ってもないような

部分が今の時代は、うけたりという部

分もありますので、そういうインター

ネットを使った、高度化すればそれだ

け色んな効果がでるのかなという。そ

ういう事業ができるような話になる

んですけれども、ちょっとまとめ方が

難しいんですが、そういう話も出てい

ました。その後の展開が大いに期待で

きるというまとめで終了したいと思

います。 

重要度・緊急度については、重要度

は高く、緊急度についてはソフト的な

面をどうにかしていかないと、それが

高いというのか、自分は重要度は高く

て緊急度は中にさせていただていま

した。以上です。 

○ぎょうせい 

 ありがとうございました。インター

ネット環境があれば、色んな情報があ

ればこれはいいですけれども、問題は、

これも言葉使いを気をつけないと言

われるんですけれども、ＩＴを使えな

い人がいるんだよね。ＩＴ弱者という。

こういう人たちをさっき言ったよう

に、やっぱり取り込むためには、教室

をするなり、利用すれば便利だよとい

う普及活動を先に。先か後かというこ

ともあるんですが、ある一定の規模で

やっておかないと、これは投資はした

けれども、皆が使わないというのは出

てくると非常に問題かなという気は

しますけれども、でもこれは重要なこ

とだと思います。次、情報バンク。 

○１グループ 

 情報バンクについては、すいません

あまり話しができなかったです。 

○２グループ 

 うちの部分については、若干以前話

をした部分とかぶるところがあるん

ですけれども、町で集めている求人情

報なり空き家情報なり、町ではメール

マガジンという部分でやっています

ので、それで情報配信という部分。そ

れが必要か丌必要か登録をしている

人によるんですけれども、そういう部

分の情報提供の仕方もありなのかな

という部分で、意見もありました。あ

と、もう一つ。 

町の方でも情報とか空き家バンク

にしろ、求人情報にしろ、色々ものは

あるんですけれども、それを利用する

人達の部分がうまく利用できないと

いう部分の、一応は若い人達の定住と

いう部分もあるんですけれども、その

定住促進の部分で若干年配の人達も

それに含まれようとしたときに、高齢

者の人があまり町の情報をうまく利

用できていないのかなという意見も

ありまして、そういう部分は原始的な

手法になるんですけれども、若い人が

潤滑油になってそれを行政につなげ

るというそういう制度をうまく使え

るような仕組みづくりを進めていく

ようなことも必要ではないのですか

ということで、意見がありました。 

いずれも、これも重要度・緊急度、
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高い・高いになっていました。 

○ぎょうせい 

 これは、一番最初に僕が言ったんで

すけれども、１回目の時に議論をして

いるところがあるじゃないですか。今、

町でやっているホームページの紹介。 

これはこれで重要なんだけれども、何

でもかんでも町のホームページの中

に入れるというのは、使う人からする

と堅いイメージもあるじゃないです

か、かえって新しい組織。例えば、商

工観光の中で、そういうものを一括し

て、一時情報を集める。前は情報ステ

ーションがそうでしたよね。一時情報

は全部そこへ行けばいいと。しかし、

個別の施策面でいったらこれは町が

やらないといけない。そういうところ

に、一緒に組み込んじゃっていいか

な？町は町で、どっちにしたってホー

ムページにそれをだしておかなけれ

ばいけない。でも、その前にもっと身

近なところで何かを。それは何かとい

うと、インターネットを使ったり、何

かすることができない、嫌だという人

がいるわけだよね。そこまでいって、

何かしないといけないとか。いいです

か、まとめて。 

○２グループ 

 はい。 

○ぎょうせい 

 では次、町の環境美化。 

○１グループ 

 ⑤の街の環境美化についてですけ

れども、今でもうちの町もゴミの減量

化とか、ゴミのポイ捨てについての啓

蒙・啓発もやっているんですけれども、

いずれにしてもなかなかゴミのポイ

捨てというのが減らないというのが

ありますので、毎回春と秋にゴミの一

斉空き缶拾いとかやってはいるんで

すけれども、その部分についても空き

缶以外の粗大ゴミとか、基本的には粗

大ゴミの方は、無料で収集してはいる

んですけれども、それなのにもかかわ

らず、自転車だとかそういうふうなゴ

ミが出ているという意見が出ていま

したので、そういうゴミ対策をもう尐

し啓蒙・啓発をしたほうがいいのでは

ないかという意見がでました。あと、

街灯に関してなんですけれども、今回

津波とか地震の災害活動に合わせて、

後は今ある環境対策に合わせて、たぶ

んこれから街灯のＬＥＤ化がどんど

ん進んでいくと思うんですけれども、

その街灯に関しての太陽光とか、地下

発電ができる設備を作って、例えば停

電の時には街灯だけが光っていて、そ

の光の先をたどっていくと、避難場所

に誘導できるようなシステムという

ような街灯整備をしたほうがいいの

ではないかというような意見がでま

した。あと、道路の関係なんですけれ

ども、直接町の方の整備ではないです

けれども、今江差とか函館から木古内

を通って江差に向けての高規格道路

を建設しているんですけれども、函館

から茂辺地、北斗市の途中まで今伸び

でいるんですけれども、これが木古内

まで完成すると、この課題２の方の医

療機関への通院等の支援というとこ

ろも絡んでくるんですけれども、その

道路が完成すると、もっと通院とかそ
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ちらの方が便利になるという話にな

ると思いますので、高脚道路の整備を

お願いするというような意見もでて

いました。以上です。 

○２グループ 

 第２グループは、環境美化というこ

とで、今まで通りボランティアの清掃

活動を行うという部分と、あとは観光

の方にも若干絡んでくる話になるか

もしれないんですけれども、環境美化

という点で、国道の方にみせる木、例

えばそれが桜になるにしろ、そういう

目立つような部分で、この町はきれい

だなという活用も、ありではないです

かということでありました。どうせや

るんだったら、国道とかの目に見える

ような格好の、交通量が多い方がいい

と思いますので、そういう国道とかっ

ていう部分で指定をさせてもらいま

した。 

あと、これがいいのかどうか分から

ないんですけれども、町の部分である

程度今は悪い所に来ているような風

景があるんですけれども、プラスかマ

イナスかと言ったらマイナスの方に

なるんですけれども、それをあえてマ

イナスで売り込むという意見が出て

いたんですけれども、それがいいかど

うかはちょっと分からないんですけ

れども、一種の資源という言い方がい

いのか分からないんですけれども、そ

ういう部分での意見もありました。い

い意味で言えば、古き良き風景を活か

すという格好でまとめにさせてもら

いました。重要度・緊急度の部分で、

どちらとも中だろうということで、位

置付けしました。以上です。 

○ぎょうせい 

 はい、ありがとうございました。こ

れはちょっと、町の環境美化というと

ころでいくと、広報で見たんですが、

女性会かどこかが花壇を整備すると

いうのをやっていまいしたよね。今そ

れ、２グループの中に入っていまし

た？というのは、何をいいたいかとい

うと、そういう活動を各地区がやると

いう形にするというようなことが、議

論されているかどうか、例えばそうい

う活動をやっている人達と、どうタイ

アップして町の環境美化をするか。ゴ

ミ拾いをしましょう、空き缶拾いをし

ましょう、１年に１回運動をやったり、

半年に１回運動をやってもこれはな

かなか町はきれいになりませんよね。

せっかく花壇整備をしたグループの

人達、僕はホームページの中だからよ

く分かっていないんですけれども、そ

ういうものをどうやって皆さん方だ

ったら、この町全体の環境作りに活か

していくのか。例えば、身近な公園が

足りないというのが前回あったじゃ

ないですか。町の公園が足りないとい

うことで私が案を出すと、これは町の

その使う人たちに養子に出すと。そこ

を維持管理してくださいと。そういう

ことができるところには、そういうも

のを作りましょうと。花壇でもお花で

も、何かそういうことをしましょうと。

例えば、高齢者の生きがいづくり、と

いうけれども、高齢者の人達にそうい

う花を育ててください。これは、種を

渡すなんてお金がかかる話じゃない
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よね。それは、若い人達も、町の側道

のところに植えますとか、あるいは子

供たちの教育とタイアップしてそう

いうのをやっていきますとか一つの

ことが、年代がつながるようにしてい

くということが重要ですよね。そうす

ると、そのことによって意識が変わっ

て来れば、空き缶だって町内の人達は

煙草の吸殻だって捨てないと思いま

す。外から来た人だって奇麗なところ

には捨てませんからね、基本的には。

そうすると、大きな事ではなく身近な

ところから何かやっていけば、結果と

してそれは大きな事につなげられる

という発想が重要だなという気がし

ます。 

 今、広報に書かれていることを皆が

尐しずつ協力をしてくれたりなんか

していくと、この町はいいことをいっ

ぱいやっているんだけれども、残念な

ことにつながっていないんですよ。ば

らばらになっちゃっている。そんな気

がします。 

 それから、課題２の医療環境の整備

のところでもう一回お願いします。 

○１グループ 

 課題２の医療環境の整備なんです

けれども、先ほどのところとかぶるん

ですけれども、今、小児医療とか、産

婦人科の専門の部分が函館しかない

ものですから、それに通う面というの

は先ほども話をしましたけれども、高

規格道路の早急な整備を要望してい

くというのが意見として出ました。あ

と、実際に小児科とか産婦人科とかの

夜間にかかる場合ですね。緊急の体制

として、医療タクシーというか搬送タ

クシーとか、そういうタクシーを使っ

た場合にこちらの方でクーポン券と

か、回数券とか金額とかそういうふう

なのは色々あるんですけれども、そち

らを発見して、すぐタクシーを呼んで、

すぐ町の方に出るような体制をお金

の面とか気にしないで、一人でもでき

るような体制作りをしたほうがいい

のではないかというような話があり

ました。あと、福島町にはないんです

けれども、松前町とか木古内町に国保

病院と町立病院があるんですけれど

も、そちらの方に小児科と産婦人科、

小児科は記憶が定かでなくてすみま

せんけれども、たぶん常設の小児科と

か産婦人科がないと思いますので、函

館よりも近い松前町とか、木古内町の

病院ですね。産科とか、小児科を常設

してもらえるように町が協力体制を

とっていくというふうなことが必要

ではないかという話がでていました。

重要度と、緊急度は両方とも高いとい

う意見がでていました。以上です。 

○２グループ 

 これも全く同じで、何も言えること

がないんですけれども、高規格道路の

早期整備要望をしないと、という格好

で、意見の中で病院を建ててください

という意見が出るのかなと思ったん

ですけれども、うちはそういう面では

難しいなというような内容を皆分か

っているような格好で、そういう意見

は出ませんでした。交通手段の部分で

ある程度、高速道路なりの部分で近い

となり町に病院があるので、そこは一
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般国道なんですけれども、そういう部

分でのある程度救急車の輸送の部分

での話と、今後近隣町でのすまない部

分での話しかなくなるので、そこの部

分で高規格道路という話が出ていま

したので、そういう話で高規格道路の

早期整備をという話になりました。 

重要度・緊急度についても実際は命

にかかわる話になりますので、共に高

いということで、まとまりました。以

上です。 

○ぎょうせい 

 これもちょっと気になるんだけれ

ども、女性群からやっぱり子供を産む、

妊娠した時にその子供を産み育てら

れる環境で、病院がないというのは心

配だというのがあって、なかなかここ

で生活をしにくいんじゃないかとい

う話がありましたよね。その時に、高

規格道路を作ってもらうという話だ

けど、そんな短期でできる話じゃない

よね。今この町は短期のうちにどうす

るかということですよね。それで、こ

こにも書いてあるように消防署と連

動したとあるわけだよね。今、こっち

のチームが言ってくれた医療タクシ

ー、その医療タクシーが今動いている

んですか？そういうことをやったら

どうですかということですか？その

医療タクシーをやるというのをやっ

ぱり消防署と連動した中で何ができ

るかということが僕は考えてほしか

ったんだよね、実は。それは医療タク

シーの人だって毎日準備しているわ

けではないし、じゃあ夜中やっている

タクシー会社がこの近辺で何社ある

か。当番制にするとかなんとかってあ

りますよね。あるんだけど、それにし

ても一時通報はやっぱり消防署だと。

救急車がこの場合出て行ってしまう

と、これは大変で函館まで行ってしま

うと、何台この町に救急車があるか分

かりませんけれども、それはまた大変

なことになると。それはやっぱり医療

タクシー的なものが必要になる。でも

やっぱりそれは消防署と連携をして

いないと、なかなかお母さん達だって

安心できないんですよ。だから、そう

いう仕組みを考えてほしいというの

が一つあるんだよね。 

バスもそうなんですよ。デマンドバ

スをやってもいいし、スクールバスを

やってもいいし、温泉バスをやっても

いいんだけれども、そういうものをお

金がないとできない。だけど、できる

ような仕組みをつくるためには今何

ができるか。そういうことが今ここで、

特に若い人達だったらあまり規制だ

とか離れて、いったんこういうことを

やれば便利になるんじゃないのとい

うところから話を始めないと、規制で

駄目だとか、何が駄目だと言っている

と、今までやった行政の人達はまちづ

くりを一生懸命やってきたわけだか

ら、それが法律とかいろんな規則で、

できない部分だってあるわけだよね。

やっぱりせっかくフォーラムでやっ

ている以上は、こういうことならでき

るんじゃないか、とかああいうことな

らできるんじゃないかというその、ま

ず法規制があるからじゃなく、ないと

いう前提でやった時にどうするか、じ
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ゃあそこに法規制があるからその法

規制をどうやってクリアするのか、こ

ういう発想を持っていただいた方が

いいのかなという気が、若干します。

次、今度は地区の方をお願いします。 

○１グループ 

 ここについては、あまり議論をする

時間がなかったのもあるんですけれ

ども、基本的な場所については、今の

横綱街道の商店街がコアな地域にな

るだろうということなので、そこにつ

いてもワーキングスペースというか、

フリースペースで自由に役場とか、民

間でスペースを持って、一日単位とか

１週間単位とかそういう方法はある

と思うんですけれども、そういうふう

な単位で仕事が、そこにいって自分で

仕事をして、簡易企業をできる場所を

作ってはどうかとか、あとは、他の町

でやっていることなんですけれども、

その商店街で１００円市を定期的に

開いて、参加者が自由に参加をできる

ようなフリーマーケットの歩行者天

国を商店街でして、自由に商売ができ

るような場所にしたらどうかという

ような意見がありました。あと、その

商店街の一角ですね、これも前に話が

出ていたと思うんですけれども、高校

生が定期的に、実践授業ができる場所

ですね。福島商業高校が放課後、３時

から６時くらいまで毎日、そこを使っ

て実習といいますか、模擬商売という

ようなそういうふうなスペースをプ

レハブ程度のスペースで構わないと

思うので、できる場所を作ったらどう

だという意見が出ていました。 

 すいませんけれども、時間がなかっ

たのでここで意見はとどまりました。 

以上です。 

○２グループ 

 ２班の方では、横綱街道が中心市街

地ということで、そこの話になります。 

今、一応状況としては、空洞化になっ

ています。どちらかといえば、このま

ましぼんでいくような雰囲気に取ら

れがちな部分があるので、一度実際商

業を行っている皆さんが、集まる機会

を作って、市街地の活性化をどのよう

にしていくかという計画作りをしな

いと駄目だなということの意見をひ

とつと。あともう一つが、今度その空

洞化している部分の利用ということ

で、ショップ経営のＰＲを行うという

ことで、似たような内容にはなるんで

すけれども、そのどういうふうなＰＲ

をするんですかということで、パンフ

レットの作成でここが起業パンフレ

ット、起業誘致パンフレットみたいな

恰好で、この土地はどのくらいのお金

ですよとか、会社を興すまでどのくら

いの金額がかかりますよと事細かな

情報を提供してあげると、今実際やり

たいという部分の人も活用してくれ

るんじゃないかなということでの意

見も出されていました。 

 重要度・緊急度についても実際の部

分では、重要度は高いという格好にな

っていて、緊急度も同じく高いという

格好でうちの班ではまとまりました。

以上です。 

○ぎょうせい 

 これは、ここだけで単独で何か議論
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をするというわけにはなかなかいか

ないので、前回だか前々回だかで、道

の駅の話が出てきましたよね。そうい

うもの。 

それと、さっき出てきた高校生のチ

ャレンジショップ的なもの。もっとい

うと、高校生じゃなくても若い人達が、

福島に帰ってきたいという人達がも

し居た場合に、今飲み屋街、何とか横

丁となっているけれども、飲み屋街じ

ゃなければいけないということでも

ないですので、福島横丁は若い人達の

ショップ、集合帯だっていいわけです

よね。ここは、色んな考え方があると

思うので、尐し議論しないといけない。

ただ、そのためにはフォーラムは、こ

ういうところはそういう形にしてほ

しい、ああしたらどうかと、この福島

のこの町の中心はね。千軒はこうした

らいいだとかいうのがあれば。たまた

ま僕は来る時にいつも思うけれども、

千軒そば屋が最近国道沿いにできて

いるけれども、あれひとつだとなかな

か人は呼び込めない。今、凄い売れて

いるようだけど、外の人はなかなか呼

び込めない。でもそういう人達がこの

中心部でやるという仕組みさえ作っ

ていけば、一つのところに資源が集ま

っていくことになるわけですよ。これ

が道の駅になるかどうかは別として。 

 道の駅だって、考え方によっては皆

そうですけれども、地域の人達が野菜

を持ちこんで何かやっているわけだ

から。若い人は絶対野菜をやるという

ことではないから。この地域をこうい

うふうにするんだというイメージを

明確に持ってほしいというのが。何か

そういうのがフォーラムから出てく

るとありがたい。じゃあ、次吉岡。 

○１グループ 

 吉岡地区についてなんですけれど

も、吉岡地区についてはやっぱり中心

になるのはやっぱり旧吉岡小学校、今

の吉岡小学校、温泉、この１点がやっ

ぱり中心的な地域になると思います。

ただ、旧吉岡小学校については、以前

も話に出ていたかと思うんですけれ

ども、築４０年以上。結構古い建物と

いうことで、なかなか再利用するのは、

難しいだろうなというふうな意見が

出ていました。もし、仮に今吉岡支所

というのが別のところがあるんです

けれども、もし、吉岡支所が建て替え

とか、そういうふうな話がもし出てく

るのであれば、そこの福島小学校の部

分の一帯が、基本的に学校とかがある

ので、集まると言えばそこというふう

にたぶん。近くに温泉とかあるので、

人口的には密集地域にもなって、そう

いうふうな話にもなっているので、な

るべくコンパクトな部分ですね。今の

学校と、温泉。その地域の部分をコア

にして整備をしていったいいのでは

ないかという話が出ていました。あと、

もうひとつは吉岡温泉についてです

けれども、せっかく温泉に来ているん

だけれども、なかなか食べるものが自

動販売機とかそういうふうなものし

かないということで、せっかくなので

この温泉に何か軽く飲食を提供でき

るものを増設できるのであれば、そう

いうふうな建物を増設したほうがい



20 

 

いのではないかという意見も出まし

た。以上です。 

○２グループ 

 うちの班のほうでは、やっぱり温泉

がありますので、吉岡の方でそれを町

外から来る人、うちでちょっと親しく

させてもらっている人達が皆さんい

うのは、何で温泉があるのに、宿泊施

設がないのという格好で言われる方

が結構います。そこの部分で吉岡小学

校はあるんですけれども、その建物は

使えないという格好になっています

ので、それは有効利用できませんので、

それに代わる新規になるのか、中古に

なるのか、温泉とセットにした部分の

内容は必要だと思っています。あと、

吉岡地区といえば、水産が福島地区も

そうなんですけれども、水産も大きい

部分なので、例えば温泉の方でそれが

可能かどうか分からないんですけれ

ども、温泉と水産を結びつけた食の部

分になるんですけれども、そういう提

供も付けたほうが面白いかなという

意見を、自分の意見なんですけれども、

そういう格好で言わせていただきま

す。重要度・緊急度についてもどちら

も中なのかなということで、こちらの

班ではまとまりました。 

○ぎょうせい 

 ちょっと、今日は町長さんがいるか

ら言いにくいんですが。発想があまり

にも止まっているんじゃないのと。 

というのは、小学校が僕は去年見に

行ったときに、小学校なんて、あんな

いいところ廃校にしちゃってどうす

るのと、いう話を確かしたと思うんで

すが、その後耐震構造がどうとかって

使えない。でもですよ、使えないので

建て替えというのがなくて、若い人達

はあれを建て替えようというのを、使

えるような施設として建て替えろと

いうのが、本当はこの会から出てほし

いなという気が実はするんですよ。 

 今日は役場の職員の人が多いから、

財政事情も分かっているし、色んな事

があるからということになるんだと

思うんだけれども、例えば学びの館と

いうのがここにするとね、若い人たち

チャレンジショップをやろうと思っ

ても、高校の授業だけでいきなりチャ

レンジショップができるわけではな

いんですね。若い人達に店をあげるか

らここでやりなさいと言ってもでき

るわけじゃないですよね。 

 お母さん方に何かここで店をやっ

てみたら、カフェをやってみたらとい

っても、できるわけじゃないですよね。

ちょっとそういうものを例えば福島

小学校を学びの館という格好で建て

直して、子育て支援から企業育成。よ

うは、起業家養成からあるいは店の実

際の運営を含めて、あるいはもっと言

うと、高齢者の人達がこれから外で活

用することにするためには、何かをし

ないといけない。ということを、考え

ていくと、ああいう学校を何が一番い

いかというと、それは建て替える時に

は新しい発想で建て替えるんだけれ

ども、教室が何個かあれば、違うもの

が入れられるんですよ。違うもの、要

するに異業種交流ですよ。異業種交流

をようするにどこでやるかというの
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が、非常に重要なことであるんです。

千軒そばをやるからといって、千軒そ

ばをやったときに、千軒の地区に行っ

てやることもいいことですよ。でも、

そこに行く前にはそれをやる手段と

して、まず小さくどっかに集めて、そ

こで、きちんとした体制を整えて、今

度は観光資源として千軒を売ってい

こうというときに、そういうものをま

たつくるとかっていかないと、やっぱ

り今までのようにばらばらに投資を

することになってくると、なかなか投

資効果が得られない可能性がある。 

 そういう、その投資効果が得られる

か、得られないという議論は、もっと

大人にしてもらえばいい話で、自分た

ちが初めからお金がないからこれを

言っても無理だよねということで始

まってしまうと、なかなかね。それは、

法律があって規則があったらからダ

メだよねといってこれはなかなかな

らない。そうすると、それは何かとい

うと、前にも言いましたけれども、ど

こかの先進事例を見に行かなければ

いけないわけですよ。先進事例を見に

行った時には先進事例ではなくなっ

ている。そのことを利用して、じゃあ

何をやるかというのをフォーラムで

は、僕はずっと言ってきたつもりだけ

ど、考えてほしいというのがあるんで

す。 

 そんなバカなことを言ったって、仕

方がない、駄目だよといわれるような

何かフォーラムから提案をしていか

ないと、また合同会議の時と同じよう

なこれは言ったか、ああだのこうだの

言われる。それを打破するのは、全く

発想を変えていかなければ駄目です

よと。これも一番最初に言ったんだけ

れども、都市でやっていることを真似

しちゃダメなんですよ。都市でやって

いないことをここでやらないと、差別

化できないんです。都市でやっている

ことをマネしたって勝てるわけない

じゃない。便利性から言ったってなん

だって。まず、いつどこで誰が何をっ

て６Ｗ２Ｈの話をしましたけれども、

そういうこともね、なかなか回らない

ですよ。ということがちょっと今日は

テーマ的にそういうふうな大きなテ

ーマだったりするから、やりにくかっ

たとは思いますけれども、できればそ

ういうことを最後の素案作りの時に

また、たぶん事務局のほうから皆さん

の方に回ったりすると思いますから、

その時に、意見を付け加えてほしいと

思います。 

 今日は、このへんで終わりにして、

次回合同会議に出すように今日の会

議の整理をして、もうちょっと今度は

素案の方に近づけるためには、発想を

もう尐し変えていただく必要がある

んです。という気がするんです。 

 あれはああなっちゃっているから

駄目じゃなくて、ああいうことをやっ

てもダメなんだから、違うことをやる。

ということです。 

 以上ちょっと最後まで私の意見に

なって申し訳なかったんですけれど

も、今日はこれで一応今日のフォーラ

ムは終わりということにします。 

○事務局 
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 皆さん長時間、ありがとうございま

した。とりあえず、今日の部分でひと

しきりということで、残された会議に

ついては、今月末の合同会議と、素案

の部分での最終調整ということで、１

０月に会議ということで、残り２回の

皆さんの方に協力をしていただきた

いという格好になって、一応今の現状

の予定ではそういうような格好にな

っています。 

 一応、９月のまちづくり合同会議は

最終週で、のちほど決まり次第資料を

含め皆さんの方に回覧しますので、ま

た協力、隣近所の人にも出ませんかと

いうことで、一応をご案内の方を協力

お願いします。自分が言っても出てく

れないので、皆さんが頼りになってい

ますので、声がけをしてもらえれば、

ということで思います。 

 今日、最初から最後まで町長に居て

もらいましたので、長町の方から、簡

単でいいですので、感想をお願いしま

す。 

○町長 

 本当に長い間ご苦労様です。ただた

だ、頭が下がるだけでございます。貴

重な意見、私の方も聞かせていただき

ました。それに対して、厳しい先生の

意見もありました。でも、これは絶対

に無駄にならないと思っていますの

で、これからもどしどし福島町を良く

するために意見を出していただきた

いなと思います。本当に今日はご苦労

様でした。 

○事務局 

 それでは、本日の会議はこれで終了

という格好になります。次回の会議の

部分は９月末ということで、頭に入れ

てもらえればまたご案内さしあげま

すので、次回もよろしくお願いします。

以上で第３回の町民フォーラムを終

了させていただきます。長い時間あり

がとうございました。 


